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はじめに 

山口県では、令和5年3月に「山口県農林水産業環境負荷低減事業活動の促進に関

する基本的な計画」を県と県内 19 市町の連名で策定し、みどりの食料システム戦略

の達成に向けた取組を県、市町、生産者団体等が連携して進めることとしています。

この計画では、有機農業の取組面積を 2030 年までに 200ha に拡大させる目標を立て

ています。県内で有機農業の取り組みを広げるには、主要作物である水稲での技術

を確立が有効なため、これまでにエコやまぐち 100 に対応した栽培マニュアルを平

成 24 年度に整理し公開してきたところです。 

さて、「雑草をいかに省力的に抑えるか？」、「ほ場の管理作業をいかに省力化する

か？」は有機農業に限らず水稲栽培における長年の課題です。この解決の一助とす

るため、「グリーンな栽培体系への転換サポート」を活用し令和 4 年度から令和 6 年

度に行った 2 つの技術の検証結果を基に、現地で取り入れる時のポイントを本マニ

ュアルに整理しました。 

本マニュアルが慣行栽培やエコやまぐち 50 から有機栽培へのステップアップを検

討中の方や、雑草対策に困っている有機農業者の皆さまの課題解決の一助となれば

幸いです。 

 

令和７年（2025 年）３月吉日    

 

山口県農林水産部農業振興課長   

山口県農林総合技術センター所長   
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１ 栽培体系（雑草管理） 
  有機水稲栽培での除草体系は次のとおりです。 

［従来の栽培体系］※「エコ 100水稲栽培マニュアル（平成 24年 9月）」より一部改変 

月 5 月 6 月 7 月 
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［グリーンな栽培体系］ ※令和４年度～令和６年度検証結果より 

月 5 月 6 月 7 月 

旬 上 中 下 上 中 下 上 中 下 
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解決策①：直進アシスト機能付き田

植機でまっすぐ植える 

解決策②：側条施肥機対応の有機質

肥料で施用施肥労力減 

解決策③：まっすぐな田植え＋前方作業機の除草機

利用（目視で作業可）により欠株の起こ

りにくい管理を実践 

問題点①：施肥と田植は別々に実施 

問題点②：作業者の熟練度で田植の

仕上がりに差 

問題点③：苗の踏み付け等により欠株が生じやす

い。（除草機が機体の後方で作業状況

見えない、田植えが曲がっている等） 

移植後 30日は深水管理（水深 10cm 程度） 
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２ 具体的な技術の検証結果 

（１）直進アシスト機能付き田植機と乗用水田除草機の組み合わせによ

る欠株と雑草の発生抑制 

○技術の概要 

・現地に導入が進んでいる直進アシスト機能付き田植機と除草作業が目視可能な

除草機を組合せることで（図 1-1）次のことが可能になります。 

 

①水稲の欠株率を 5％程度に抑えるとともに、雑草発生量を無除草区対比 10～

20％程度に抑えることができます（図 1-2、1-3）。 

②除草機の 1 時間当たりの作業面積は約 20ａで、1 日当たり 8 時間、7 日間

隔、除草作業能率等を考慮して作業すると、8ha の除草作業が可能です。 
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図1-2 水田除草機による除草後の欠株率

・調査位置は直進部分。欠株率調査は除草

後4～5日に300株（50株×6条）を2ヶ所調査。

・欠株率5％程度が水稲の生育に影響を及

ぼさない水準。

図 1-2 水田除草機による除草後の欠株率 

・調査位置は直進部分。欠株率調査は除草

後 4～5日に 300 株（50株×6条）を 2ヶ

所調査。 

・欠株率 5％程度が水稲の生育に影響を及

ぼさない水準。 

図1-3 水田除草機による除草後の雑草乾物重

データは機械除草2回終了後、R5年が7月21日、R6年が

8月1日調査した値。棒グラフ上の値は無除草区に対す

る比率。
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図 1-3 水田除草機による除草後の雑草乾物重 

データは機械除草 2回終了後、R5年が 7月 21

日、R6 年が 8月 1日調査した値。棒グラフ上の

値は無除草区に対する比率 

図1-1 直進アシスト機能付き田植機と除草作業が

目視可能な除草機の組合せ

直進アシスト

機能付き田植機
除草作業が

目視可能な除草機

〇除草時期 1回目：移植後7～10日

2回目：1回目の7～10日後

〇水管理 移植後～移植後30日程度深水管理

＋

図 1-1 直進アシスト機能付き田植機と除草作業が目視可能

な除草機の組合せ 

○除草時期 1 回目：移植後 7～10日 

      2 回目：1回目の 7～10 日後 

○水管理  移植後～移植後 30 日程度深水管理 
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○除草作業の準備と作業工程 

 

 

 

 

 

ポイント１ ほ場の選定：多年生雑草が少ないほ場を選ぼう！ 

（オモダカ、キシュウスズメノヒエ等、） 

 

水田除草機の除草効果は、オモダカな

どの多年生雑草では劣ります（図 1-

4）。 

これは、一年生雑草に比べて土中の深

いところから出芽するため、出芽がば

らつくことなどが関係しています。ク

ログワイもオモダカと同様に、水田除

草機での防除が難しい雑草のため注意

が必要です。 

また、キシュウスズメノヒエの発生が

多い場合には、ほふく茎が除草機に絡

みつき除草作業を著しく妨げます。 

このため、水田除草機の利用に当たっ

ては、オモダカ、クログワイ、キシュウスズメノヒエなどの雑草の少ないほ場の

選定が望ましいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 
代かき 

1 
ほ場の選定 

3 
移植 

4 
水管理 

5 
除草作業 

 

オモダカ：葉齢が進むと葉の形は 

「さじ葉」から「へら葉」に変化。 

【参考１：水田除草機で防除が難しい多年生雑草（一例）】 

クログワイ：生育が進むに従い太い中空

の茎となり、円筒形の茎が多数発生。 
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物
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（
ｇ
/
㎡
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図1-4 水田除草機による除草後の雑草乾物重（R4

年）
データは機械除草2回終了後の値。無除草区は水田除

草機で除草しなかった区、水田除草区の条間は条間中

央20㎝間、株間は株を中心とした10㎝間の値。

ノビエ

コナギ

ホタルイ

オモダカ

図 1-4 水田除草機による除草後の雑草乾

物重（R4年） 

データは機械除草 2回終了後の値。無除草

区は水田除草機で除草しなかった区、水田

除草区の条間は条間中央 20 ㎝間、株間は

株を中心とした 10㎝の間の値。 



- 5 - 

 

ポイント２ 代かき：丁寧に行い、前作の稲わら等の残渣を埋没させよう！ 

 

前作の残渣等が土壌表面にあると、水田除

草機の株間除草機に稲わら等の残渣が絡み

つき水稲の欠株を助長する場合があります

（図 1-5）。 

そのため、代かきは稲わらが田面に露出し

ないように、丁寧に行いましょう。稲刈り

後の秋耕は、稲わら等の残渣の腐熟を促進

するので、代かきによる残渣のすき込みが

行いやすくなります。 

 

ポイント３ 移植：田植えはできるだけまっすぐに！ 

 

水田除草機による除草作業をスムーズに行うため、

田植はできるだけまっすぐに行いましょう。直進アシ

スト機能付き田植機を利用すると、作業経験が浅い方

でも真っすぐに移植することができます。 

ただし、工程間の隣接する条間は通常 30 ㎝程度です

が、場合によっては狭くなる場合があります（図 1-

6）。この場合には水田除草機で除草すると欠株の発生

が著しく多くなります。このため、次の工程に田植作

業を移る際には、条間が極端に狭くならないように注

意を払う必要があります。 

移植直後から深水管理ができるように、移植する苗

は丈の長い中苗等を使用するとよいでしょう。 

 

ポイント４ 水管理：移植後は 30日間程度の深水管理 

 

移植後の水管理は深水とすることで、発芽に酸素が必要な雑草の発生や出芽し

た個体の生育を抑えることができます。ノビエ等の雑草が既に発生している場合

には、葉先が水面から出ない程度の深水とします。その後は、水稲の生育に合わ

せて水深を深くし、移植後 30 日間は水深 10 ㎝程度を保ちます。 

 

図 1-5 回転レーキに前作の稲わらが絡

みついた状況 

30cm 程度の工程間を確保 

工程① 工程② 

図 1-6 工程間のイメージ 
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ポイント５ 除草作業：移植後 7～10日とその 7～10日後に水田除草機で除草 

 

移植後 7～10日とその 7～10日後に水田除草機で除草作業を行うことで、一年生

雑草に対しては高い除草効果が得られます。また、水稲の欠株は収量に影響がな

い 5％程度に抑えることができます（図 1-2、1-3）。 

移植後は深水管理を基本としますが、除草作業を行う際には雑草が目視できる

程度に水を落とします（鈴木 2023）。水田除草機を操縦する際は、車輪が田植機の

ラグ跡を通るように走行します。田植機の移植工程と除草機の除草工程が合うの

で、作業が楽に行え、欠株の発生を抑えることができます。 

除草作業は1回目が最も重要です。雑草が大きくなると、根が張るため引き抜き

抵抗が増します。そのため、1 回目の除草で残った雑草は、2 回目の除草では防除

がたいへん難しくなります。特に、株間の除草が上手くいくかが重要な点になり

ますので、除草作業は株間の除草ができているかを確認しながら行います。 

 

○除草可能面積 

面積約20ａのほ場で除草作業を行った結

果を表1-1に示します。作業能率は10ａ当

たり0.48～0.49時間、1時間当たりの作業

可能面積は約 20ａでした。1 回目と 2 回目

の除草間隔を 7 日間、1 日 8 時間作業、ほ

場の移動、天候等の作業効率を考慮する

と、水田除草機の作業可能面積は 8ha 程度

です。 

 

○除草に係る経費 

除草に係る経費について、水田除草機を利用した体系（水田除草機体系）と慣行

の除草剤を使用した体系（慣行体系）を比較した試算結果を図 1-7 に示します。水

田除草機体系は除草機が約 4,890 千円、耐用年数を 7 年とすると年間の固定費は約

699 千円になります。水田除草機体系の 10ａ当たり変動費は労賃とガソリン代で計

1,470 円になります。慣行体系はフロアブル剤の 1 回体系とすると、10ａ当たり変動

費は資材費と労賃の 4,501 円になります。水田除草機体系の除草に係る経費は、固

定費である除草機が高額のため、利用面積約 23ha で慣行体系と同等なります。作業

可能面積 8ha での試算では、水田除草体系が慣行体系に比べて約 46 万円多くなりま

す。 

 

表 1-1 水田除草機の作業能率 

R4年 R5年

作業能率（ｈ/10ａ） 0.49 0.48

圃場作業量（a/ｈ） 20.5 21.0

1日作業時間（ｈ） 8 8

実作業率（％） 80 80

作業日数（日） 7 7

作業可能日数率（％） 85.3 85.3

作業可能時間（h) 38.2 38.2

作業可能面積(ha） 7.8 8.0

項　目
試験年度

実作業率、作業可能日数率は臼井ら
（2009）を参照。
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慣行体系における収量を 8.5 俵、1 俵当たりの価格を 15,000 円と仮定した場合に

おける、水田除草機体系の収益が慣行体系と同等となる収量別の米の価格の目安を

図 1-8 に示します。慣行体系と収益が同等になる水田除草機体系の米の価格は、収

量8俵では1俵当たり約16,650円、収量7俵では同19,029円、収量6俵では22,200

円が目安となります。 
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図1-6 利用面積別の除草経費

水田除草機にかかる10ａ当たり固定費：除草機698,657円、10ａ

当たり変動費：1,470円（除草労賃960円+ガソリン代510円）
・機械除草は除草機購入価格4,890,600円（耐用年数7年）、除草機2

回利用、労賃1,000円/h、燃費3ℓ/ｈ、ガソリン単価170円/ℓ

・慣行の除草作業はフロアブル剤を散布（山口県経営指標より）、除

草剤は流星フロアブル、1回散布。

利用面積8haにおける

水田除草機-慣行＝456,117円

図 1-7 利用面積別の除草経費 

 水田除草機にかかる 10a 当たり固定費：除草機 698,657 円、10a 当た

り変動費：1,470 円（除草労賃 960 円＋ガソリン代 510 円） 

・機械除草は除草機購入価格 4,890,600 円（耐用年数 7年）、除草機 2

回利用、労賃 1,000 円/h、燃費 3ℓ/h、ガソリン単価 170 円/ℓ 

・慣行の除草作業はフロアブル剤を散布（山口県経営指標より）、除草

剤は流星フロアブル 1回散布。 
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図1-7 慣行栽培と比較した機械除草栽培の収量別損益分岐点

・除草に係る経費のみで算出。利用面積8ha

・慣行：収量8.5俵、1俵当りの価格15,000円

・機械除草栽培と慣行栽培の除草に係る差額を基に算出（図1-6）

図 1-8 慣行栽培と比較した機械除草栽培の収量別損益分岐点 

・除草に係る経費のみで算出。利用面積 8ha 

・慣行：収量 8.5 俵、1俵当りの価格 15,000 円 

・機械除草栽培と慣行栽培の除草に係る差額を基に算出（図 1-7） 
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（２）側条施肥が可能な有機質肥料を用いた施肥作業の省力化技術 

○技術の概要 

・田植機の側条施肥機で側条施肥が可能な有機質肥料（図 2-1）を施肥することで、

次のことが可能になります。 

 

①水稲の生育、収量は慣行の全層施肥体系並が確保できます。 

②田植と同時に施肥作業ができるので、これまでブロードキャスター等で田

植前に別途行っていた施肥作業の省力化が図れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考２：有機質肥料（有機アグレット 666 特号の無機化率）】 

6 月中旬移植として、有機

質肥料を使用した場合の窒素

無機化率は埋設後 14 日で

5％、同 32 日で 30％でした。  

有機質肥料は化成肥料に比

べて生育初期の窒素溶出量が

少ないので、気温が低い時期

の移植では、生育が劣る場合

があります。 

 

【参考３：側条施肥機利用における注意点】 

・施肥機の中に残った肥料を放置すると、吸湿して肥料が固まってしまう場合

があります。施肥後は必ず取り除きましょう。 

・使用する肥料は、側条施肥機に適した条件ものを使用しましょう。 

 （粒の形が丸く、直径 2～5mm 程度の大きさにそろっている、粉の混入が少な

い、吸湿性が少なくかたまりにくい、できるだけ新しい肥料を使う 等） 

 

図 2-1 側条施肥機対応の有機質肥料 
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○有機質肥料の施肥例と水稲の生育収量 

水稲「ヒノヒカリ」における有機質肥料の施肥例を表 2-1、同体系により基肥を

側条施肥した試験結果を表 2-2 に示します。2 年間の平均値では、側条施肥区の穂

数および籾数は全層施肥区・対照区並みに確保され、収量・品質は同等でした。 

なお、側条施肥は全層施肥に比べて作物体の肥料の吸収効率が良くなるため、

生育が促進され、穂数が増加し、㎡当たり籾数が過剰になる場合があります。水

稲の生育量・葉色をよく確認し、生育が旺盛な場合は穂肥の施用量を控える等、

生育量により適宜調整する必要があります（表 2-2、2023 年の結果参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○留意点 

有機質肥料は慣行の化成肥料に比べて、窒素含有率が低く、比重は軽いため、

田植機の側条施肥機の開度を大きく開ける必要があります。慣行で利用されてい

る化成肥料とは、側条施肥機の開度が大きく異なるので、設定にあたっては注意

が必要です。  

施肥
区分

肥料の種類
施肥量
（kg/10ａ）

窒素施肥量
（kg/10ａ）

基肥 有機アグレット666特号 58.3 3.5

穂肥Ⅰ 有機アグレット727特号 28.6 2.0

穂肥Ⅱ 有機アグレット727特号 28.6 2.0

表2-1　水稲「ヒノヒカリ」における有機質肥料の施肥例表 2-1 水稲「ヒノヒカリ」における有機質肥料の施肥例 

穂数

草丈 茎数 葉色値

（㎝）（本/㎡） （kg/10ａ）（％）（本/㎡）（粒/㎡）（％） （ｇ）

2023 側条施肥 78 456 4.0 581 110 435 38,287 69.6 22.0 5.0

全層施肥 72 402 3.9 599 113 388 34,454 78.4 22.8 5.0

対照区 80 532 3.9 528 100 437 32,355 80.1 22.8 4.0

2024 側条施肥 80 391 4.0 527 93 382 31,088 73.0 22.8 6.0

全層施肥 82 400 4.2 553 98 367 31,743 78.2 22.6 6.0

対照区 80 395 4.1 566 100 360 32,803 76.9 22.4 6.0

2年間 側条施肥 79 423 4.0 554 101 409 34,688 71.3 22.4 5.5

平均 全層施肥 77 401 4.0 576 105 378 33,099 78.3 22.7 5.5

対照区 80 464 4.0 547 100 399 32,579 78.5 22.6 5.0

外観
品質

・水稲品種「ヒノヒカリ」。移植期6月中旬。
・側条施肥区と全層施肥区は、表2-1の施肥体系。対照区は除草剤および殺虫殺菌剤を散布、肥料は植代前にすご稲
中晩生（一発肥料）を窒素成分量で7.5kg/10ａ施用した。側条施肥区はＫ社製直進田植機で施用、全層施肥区は植代
前に全面に施用した。
・2024年の側条施肥区では不稔籾の発生が多く、登熟歩合が低下したため、収量は少なかった。
・2024年は夏期が高温のため、白未熟粒の発生が多く、各区ともに外観品質は低下した。

表2-2　有機質肥料の施肥法が水稲の生育、収量に及ぼす影響（防府市台道）

試験
年度

試験区

最高分げつ期
収量

同左
比

㎡当たり
籾数

登熟
歩合

千粒重

表 2-2 有機質肥料の施肥法が水稲の生育、収量に及ぼす影響（防府市台道） 

・水稲品種「ヒノヒカリ」。移植期 6月中旬。 

・側条施肥区と全総施肥区は、表 2-1 の施肥体系。対照区は除草剤および殺虫殺菌剤を散布、肥料は植代前

にすご稲中晩生（一発肥料）を窒素成分量で 7.5kg/10a 施用した。側条施肥区は K社製直進田植機で施

用、全層施肥区は植代前に全面施用した。 

・2024 年の側条施肥区では不稔籾の発生が多く、登熟歩合が低下したため、収量は少なかった。 

・2024 年は夏期が高温のため、白未熟粒の発生が多く、各区ともに外観品質は低下した。 
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３ 参考資料 

○今回の検証に使用した機械等の仕様 

〔直進アシスト機能付き田植機〕 

 今回の検証にはクボタ社製の田植機（NW-6）を用いました。  

 この田植機には直進アシスト機能、正確な施肥ができる側条施肥機がついていま

す。その他のメーカーも同様の田植機が販売されています。 

＊クボタ社ホームページ 

（https://agriculture.kubota.co.jp/img_sys/catalog/3-20-2-0022-05.pdf） 

 

〔乗用型水田除草機〕 

 今回の検証にはオーレック社製の WEEDMAN（ウィードマン；SJ600X）を用いました。 

 当機は株間を除草する回転レーキが大きな特徴で、水稲と雑草の根の位置の違い

を利用して、浅い位置の雑草だけをレーキを回転させることで除草します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊オーレック社ホームページより（https://www.orec.co.jp/） 

 

〔側条施肥対応の有機質肥料〕 

 今回の検証では基肥に有機アグレット666特号（N-P-K-Mg＝6-6-6-1）、穂肥に有機

アグレット727特号（N-P-K＝7-2-7）を用いました。当肥料は粒径がそろった均一な

製品なので、側条施肥田植機等の機械施肥に使用できます。 

 ＊朝日アグリア株式会社ホームページより（https://www.asahi-agria.co.jp/） 
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 臼井ら 2009.水稲栽培における固定式タイン型除草機の除草効果.東北の雑草 9：

38-41 
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エコ 100 水稲栽培に活用できる除草技術マニュアル 

～直進アシスト機能付き田植機＋乗用型水田除草機 活用編～ 
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